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Abst ract Recently， the information retrieval system for the books library is treated a rnassive data-base 
出ereforefmding out efficiency of requested books data is essential白nctionof it. We studied con<αm with the 
evaluation of information retrieval system by using the. fuzzy methods. And， we proposed some ideas of the 























































































( 1孟 j孟m) (L五k孟 1)。(1孟 i~五 n)
A= {A， ，A2 ，......， An} 
である。またA全体の中の任意の一つA が一つ特
徴性質集合 たとえ，われわれは
νj k ) 
/ I: max( 71j， j) ik) 
を命ずることができます，こうしたら，さらに検索
キーポイント詞Bに対応する集合A全体の中の任意
のAI (i=l， 2， . . . ， n)の従属度を打診すると，打
診した結果が数量化 fになって明らかに fE 
[ 0， 1]となる。
νik)ムI:min( 7 I j， σik=f(rij， 





A】|→μpj (A 1) ;μp; (A， )ε[0， 1] 




























P; EPに関するA，巴A( i=l， 2， . . . . . . ， l; j=l， 
2，......， m) S ) 
しかし(その中， Cが拡大係数で， Sはある常数)




O<il. <il3 <il2 <il，く C




B= V Bk で表す。
mムminσ，k 















=1， 2，......，1) (k 
ν， k 寸
























1. 1 ~五 ç; k ~五 C 優解
I. 1手ト k < 1 拡解
II. 1孟 C;k< S 備解
N. 1手ト k < 0.5不満足
I~Nを踏まえて，
matrix T' n X I = ( c ; k ) 
の処理を行われると，条件が満足するEをτに保存
する。
2 " 6 検索キーポイント詞Bに対応する集合Aの
予測解
matrix T" n X I = (τ; k )，
その中
τ;k =(A; ， C;k)， 
a; ニ Zτ は
を求めるによって，解ベクトル





AJ→ A' ((A/， a1' )， (A2'， a2' )， 
(An'， an' )) 
その中

















，11 ニ (';-5十 1)/2ムC;
λ2 =C-S/2; 
，1 3 = S 
，1 4 =0.45 C ; 
このSが特定なO.5より大きし、パーセント数て，優
選閥値増量パーセント数と呼ばれる。





ます。 ω，J は第 1番目検索キーポイント集合と文
献主題詞の第 j番目分調との匹配の成功率数値の拡
大係数である。
ω;j Dg (1， m， iー j 1， i / j ) 
⑦官設置ベクトルY，
Y D( (1 ， と2， .町， (k) 
k = min( 1， m) 
Y [i ]には，第 i番目検索キーポイントと文献主
題分詞の匹配成功の分詞序次号をおいている。匹配




read V; /* V D(!， V 1， υ2， ， • • • ， V 1， ) 
は検索キーポイントです)キ/
open A 0; /* A。は文献データベース分
類庫に関連する主題詞目録で
す)*/
WHILE iA 0 DO 
BEGIN 
r巴adP; 
1* Pム(m，ρ1， P2. . . ， ρm， )は次
60 愛知工業大学研究報告，第31号B，
の検索したい文献主題詞)ですキ/
平成8年， Vo1.31-B， Mar. 1996 
m < 1 
z := rnax(m， 1); BEGIN 







FOR 1:= 1 TO l 





百ffiN Y[I]:= J; 
E凶 E Y[I]:= 100 + I;
END (FOR J); 





x := 1 / 1* I.Y[i]; 
m=l. and. O. 91:孟 x手l
T := x * C; 
m>1. and. O. 91三五 l 三五1:
T・=x * C * S;
ELSE T := x * C *ω 
END (Cas巴);
END; 
x := 1 / ( m +(1 -m) * H ) * I.Y[i]; 
i = 1 
/ホ Hはlより大きい常数です*/
IF ( O.91 *m/(m+(l+m)*H) 三五 x 孟
m/(m+(l】m)*H)) 
THEN T := x * C; 










下記の表 1，W'O川 oは拡大係数matrixです， し
かしこれがただ文献主題標引数10個と検索キーポイ
ントも10個の範囲で考慮しているものである。各
ω， J は1， 1-rピ， r x' /1関数であるべきで，即





1. 0 1. 75 
1. 60 1. 0 1. 37 1. 71 
1.22 1.00 1.24 1.48 1.65 
1.56 1.09 1.0 1.20 1.37 1.48 1.61 
1.33 1.05 1.00 1.17 1.30 1.40 1.48 1.55 
1.50 1.2 1.02 1.0 1.15 1.26 1.34 1.41 
1. 3 1. 15 1. 0 1. 0 1. 15 1. 23 1. 30 
1.46 1.25 1.1 1.0 1.0 1.15 1.21 
1.3 1.19 1.08 1.0 1.0 1.15 
1. 40 1. 26 1. 15 1. 06 1. 0 1. 0 
2 3 4 5 7 8 9 10 
